
グラフ凡例
当該施設値（当該値）

類似施設平均値（平均値）

平成28年度全国平均

経営比較分析表（平成28年度決算）
福井県福井市　福井市大手第２駐車場

業務名 業種名 事業名 類似施設区分 管理者の情報 立地 周辺駐車場の需給実態調査 駐車場使用面積(㎡)

無 4,685 ■

自己資本構成比率(％) 種類 構造 建設後の経過年数(年) 収容台数(台) 一時間当たりの基本料金(円) 指定管理者制度の導入

法非適用 駐車場整備事業 - Ａ２Ｂ１ 民間企業出身 商業施設

－

該当数値なし 都市計画駐車場 地下式 24 102 300 利用料金制 【】

分析欄

1.収益等の状況 3.利用の状況 1. 収益等の状況について
　①収益的収支比率は全国平均より低く、一般会計
からの繰入金で維持している。
　②他会計補助金比率は、平成２８年度に起債を発
行したため減少した。
　③１台当たりの他会計補助金額は平均よりも低
い。建設時の起債償還が終了しているためと考えら
れる。
　④売上高ＧＯＰ比率及び⑤ＥＢＩＴＤＡはマイナ
スであり一般会計からの繰入金に依存している。平
成２６年度からマイナスが増大しているのは、定期
契約が減少し営業収入が減少したことによる。減少
した分駐車容量に余裕が生じており、利用促進策に
ついて検討していく必要がある。

H24 H25 H26 H27 H28 H25 H26 H27 H28H27 H28 H24

当該値 109.4 111.5 103.1 102.3 102.0

H24 H25 H26

2. 資産等の状況について
平均値 138.7 110.6 118.2 120.9 205.8 平均値 27.8 30.1

当該値 258.8 266.7 257.8 269.6 266.7当該値 100.0 100.0 100.0 100.0 69.5

191.4 194.7 193.0 　⑦敷地の地価について、大部分が借地であるため
将来的な財源として見込むことができない。
　⑧設備投資見込額について、駐車機械装置等の修
繕費用である。機械装置の部品について一般的な耐
用年数を超えて使用しているため状態を見て計画的
に交換していく必要がある。
　⑩企業債残高対料金収入比率は建設当時に発行し
た企業債の償還は終了しているため平均に比べて低
い。しかし今後料金管理設備等の改修により起債が
必要となる見込であり、残高は増加する。

「経常損益」 「他会計補助金割合」 「施設の効率性」

26.5 25.2 28.8 平均値 195.5 199.1

3. 利用の状況について
　主に商業施設利用者が利用しているため、商業施
設の利用状況により左右されるが安定している。
　⑪稼働率は平均より高いが、一部車両規格制限の
ある機械式駐車場のため、大型車が入庫できないこ
とがある。費用対効果をよく考えた大型車用スペー
ス確保のための改修の検討が必要である。

H24 H25 H26 H27 H28 H24 H25 H26 H28H27 H28 H24 H25 H26 H27

△8,817 △10,270 △9,731△22.0 当該値 △4,888 △3,615△23.4 △27.2当該値 267 270 281 281 267 当該値 △12.3 △11.3

40,082 40,365 48,967 46,827 47,288

「他会計補助金額」 「売上高に対する営業総利益」 「減価償却前営業利益」

24.4 24.4 24.2 25.5 22.0 平均値平均値 650 650 543 454 384 平均値

2.資産等の状況

⑦敷地の地価(千円)
全体総括
　現在の営業利益は赤字であり、一般会計からの繰
入金に依存した経営となっている。稼働率は平均を
上回っているが、営業利益は平均を下回っているた
め、営業費用に見合う営業収益を平均よりも得てい
ない。赤字であるため料金値上げにより営業収益を
確保すべきであるが、周辺に割安なコインパーキン
グが増えており、利用者離れに繋がるおそれがあ
る。
　また、建設から２４年が経過し、建物や機械装置
が老朽化していくため、今後修繕費用及び改修費用
が増大する。そのため中長期的な修繕計画を策定し
効率的な運営を図っていかなければならない。
　今後経営戦略の策定を予定しており、その中で中
長期的な健全経営について議論していく。

426,334

⑧設備投資見込額(千円)

H24 H25 H26 H27 H28 H24 H25 H26 H27 H28H28

60,000

H24 H25 H26 H27

当該値    0.0 25.1

平均値      平均値  

  当該値 0.0 0.0 0.0当該値      

421.1 339.7 269.9 196.2

「施設全体の減価償却の状況」 「累積欠損」 「債務残高」

    平均値 543.0
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①収益的収支比率(％) 
【275.4】 
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⑩企業債残高対料金収入比率(％) 
【122.6】 
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⑨累積欠損金比率(％) 
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⑥有形固定資産減価償却率(％) 
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②他会計補助金比率(％) 
【13.3】 
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③駐車台数一台当たりの他会計補助金額(円) 
【140】 
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⑪稼働率(％) 
【194.5】 
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④売上高ＧＯＰ比率(％) 
【45.2】 
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⑤ＥＢＩＴＤＡ(千円) 
【19,129】 

該当数値なし 該当数値なし 


